
 

 

 

 

 

 

会期  2025 年 8 月 26 日(火) 〜 27 日(水)  

 

会場  1 日目: 有松・鳴海絞会館 (名古屋市緑区有松 3008) 

2 日目: 久野染工場 (名古屋市緑区境松 1 丁目 609 番地) 
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参加申し込み 

参加費                            

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 第 43 回被服衛生学セミナー実行委員長 愛知学泉大学 平岩暁子 hiraiwaa＠gakusen.ac.jp 

会員種別 参加費 絞り体験代 (昼食込) 懇親会費 (飲物代別途) 

名誉・正・賛助会員 4,000 円 (不課税) 6,000 円 (税込) 6,000 円 (税込) 

学生会員 無料 6,000 円 (税込) 5,000 円 (税込) 

非会員 5,500 円 (税込) 6,000 円 (税込) 6,000 円 (税込) 

(⼀社)⽇本家政学会被服衛⽣学部会 第 43 回 被服衛生学セミナー 

有松絞りの歴史とこれから  

～後加工の新しいモノ作り 有松が有松らしく生まれ変わるために～ 

１日目 

12:00  受付 (絞会館展示無料見学可) 

13:00- 開会挨拶 

13:05- 一般公開  講演１:「愛知の三河木綿・知多木綿の変遷と伝承」 

                  間瀬 清美 氏 (名古屋葵大学教授) 

14:00- 一般公開 講演２:「有松絞りのこれまでとこれから 

 現代の生活に溶け込む」 

            山上 正晃 氏 (株式会社山上商店 cucuri 代表) 

15:10- 講演３:「We are Bridge〜suzusan と世界のつながり方」  

村瀬 弘行 氏 (株式会社スズサン CEO) 

16:15- 名古屋市指定文化財・江戸末期絞商「岡家住宅」と街並み見学  

18:00- 懇親会 @お食事處 今 

２日目 

09:30 名鉄有松駅改札前集合 

10:00- 久野染工場  

アトリエ見学  

体験１: 雪花絞り (指定の綿手ぬぐい) 

12:00  昼食 

13:00- 臨時総会 

13:30- 体験２: 絞りの形状記憶加工  

(指定のエコバッグ、持ち込み可) 

16:25 閉会挨拶 

 

申込締切 7 月 18 日（金） 
（絞り体験定員 30 名） 

 


